
祝 祭日には 国 旗を掲 げましょう
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【表紙写真説明】
紅葉の錦を神に捧げる（秋の神苑から御本殿を臨む）

　中
東
等
の
難
民
が
欧
州
に

押
し
寄
せ
る
映
像
が
流
れ
て
い

ま
す
。
彼
の
地
で
は
営
み
を

失
っ
た
人
々
が
漂
流
し
、文
化

も
根
絶
え
て
い
き
ま
す
。

　地
域
社
会
が
安
定
し
、皆
様

と
共
に
毎
年
神
事
を
継
続
し

て
い
け
る
の
は
、有
難
い
事
だ
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
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）

編
集
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月
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ご
参
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な
ど
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例
祭
斎
行

　九
月
十
九
・
二
十
日
の
両
日
に
亘
り
、
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
へ
の
感
謝
と
更
な
る
繁
栄
を
祈
る
、
一
年
に
一
度
の

例
祭
が
、
今
年
も
盛
大
且
つ
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　例
祭
と
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
祭
典
の
中
で
も
特
に
由
緒
の
あ
る
日
に
斎
行
さ
れ
る
も
の
で
、
一
番
重
要
な
祭
典
と

さ
れ
て
お
り
、
寒
川
神
社
で
は
、
神
階
（
神
様
の
位
）
が
元
慶
八
（
八
八
四
）
年
九
月
二
十
日
に
正
四
位
上
に
昇
階

し
た
こ
と
に
関
わ
る
祝
祭
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　十
九
日
の
午
後
一
時
か
ら
は
宵
宮
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
翌
二
十
日
の
午
前
十
時
に
は
例
祭
を
斎
行
、
神
社
本
庁
よ

り
の
幣
帛
を
奉
り
、
責
任
役
員
・
氏
子
総
代
を
始
め
全
国
各
地
か
ら
の
崇
敬
者
が
参
列
し
、
大
前
に
玉
串
を
奉
り

拝
礼
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

流
鏑
馬
神
事
奉
納

天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣
を
祈
り

　例
祭
前
日
（
十
九
日
）
午
後
二
時
よ
り
流
鏑
馬
神

事
が
大
日
本
弓
馬
会
に
よ
り
武
田
流
に
則
り
奉
納
さ

れ
、
天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　寒
川
神
社
の
神
職
も
二
名
、
射
手
と
し
て
奉
仕
致

し
ま
し
た
。

▲宵宮祭 翌日祭典を斎行する事を事前に大神様に奉告し、諸行事の無事と
安全を祈ります。

▲修　祓 ▲玉串を奉りて拝礼祭員・奉仕員・参列者を祓い、より一層の清浄を期します。

▶
参

　進

▶
奉
射（
式
の
的
）〜
見
事
的
中
〜

▶
願
文
奏
上
の
儀

▶
天
長
地
久
の
儀

▶
凱
陣
の
式

▶
祝
詞
奏
上

▶
献

　饌

▶
浦
安
の
舞 

奉
奏

大
神
様
に
、米
・
酒
・
餅
・
海
魚
・
川
魚
・
鶏
卵
・
海
菜

野
菜
・
果
物
・
菓
子
・
塩
水
を
お
供
え
し
ま
す
。

列
次
を
組
み
、
御
神
前
へ
と
進
み
ま
す
。

世
の
平
穏
を
祈
る
神
前
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
巫
女

四
人
に
よ
り
奉
奏
さ
れ
、
神
様
の
御
心
を
お
慰
め
し

ま
す
。

御
神
恩
への
感
謝
と
更
な
る
繁
栄
が
祈
念
さ
れ
ま
す
。
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『
平
成
二
十
七
年 

例
祭
神
徳
奉
賛
金
奉
賛
者
芳
名
』

　
平
成
二
十
七
年
の
例
祭
斎
行
に
あ
た
り
、 

氏
子
崇
敬
者
各
位
よ
り
多
く
の
神
徳
奉
賛
金
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
奉
納
賜
り
ま
し
た
奉
賛
金
は
、 

例
祭
当
日
ご
神
前
に
お
供
え
し
各
位
の
家
運
隆
昌・生
業
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

　
例
祭
を
奉
祝
し
、
テ
ニ
ス
大
会
・
柔
道
大
会
・
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
優
勝
者
に
は
賞
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
境
内
で
は
、
献
茶
・
献
花
・
献
句
・
盆
栽
展
・
水
石
と
美
石
展
・
少
年
館
生
の
作
品
展
・
万
灯
パ
レ
ー

ド
・
神
輿
渡
御
・
演
芸
大
会
等
の
神
賑
行
事
が
行
わ
れ
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
参
拝
者
で

賑
わ
い
、
例
祭
を
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。

　
寒
川
俳
壇
主
催
に
よ
る
奉
灯
句
会
が
去
る
九
月
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
兼
題「
螢
」
席
題「
秋
扇
」
の
二
題
に
て
句
が
詠
ま
れ
、
厳
正
な
る
選
句
の

結
果
、
最
高
得
点
者
に
は一之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

神
賑
行
事
開
催
さ
れ
る

例
祭
を
奉
祝
し

『
第
六
十
九
回 

奉
灯
句
会
開
催
』

余
生
に
も

　待
つ
明
日
が
あ
り

　
　
　
　
　
　蛍
の
夜

座
間
市 

野
島 

梅
二

一
之
宮
賞

▲奉納　演芸大会

▲空手道演武 ▲神輿渡御 ▲剣道大会

▲献　花 ▲献　茶

▲少年館生作品展 ▲万灯パレード
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▲柳之助師匠の妙演▲大東亜戦争終結七十年慰霊祭

【
少
年
館
】

　
茨
城
県
に
於
い
て
錬
成
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
本
三
大
稲
荷
で
あ
る
笠
間
稲
荷
神
社
を
参

拝
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
て
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョン
の
実
験
棟「
き
ぼ
う
」
や
補
給
船

「
こ
う
の
と
り
」
の
実
物
大
模
型
に
乗
り
込
み

宇
宙
の
未
来
像
を
体
験
、
ま
た
自
然
博
物
館
で

は
化
石
の
採
集
を
行
い
大
古
の
ロ
マ
ン
を
満
喫
し

ま
し
た
。

【
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
】

　
カ
ブ
隊
が「
美
し
い
杜
か
ら
の
贈
り
物
を
受
け

取
り
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
梨
県
北
杜
市
に
あ
る

小
須
田
牧
場
を
ベ
ー
ス
に
牧
場
体
験
・
入
笠
山
登

山
・
名
水
公
園「
べ
る
が
」
で
の
水
遊
び
や
ニ
ジ
マ

ス
掴
み
取
り
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ボ
ー
イ
隊
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
・
ロ
ー
バ
ー
隊
は
合

同
に
て
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、
長
野
県
茅
野
市
に

聳
え
る
硫
黄
岳
の
頂
上
に
登
り
、
厳
し
い
大
自

然
に
身
を
置
き
、
ス
カ
ウ
ト
自
ら
が
持
つ「
感
性
」

を
磨
き
ま
し
た
。

【
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
】

　
雨
が
し
と
し
と
と
降
る
中
、
長
野
県
大
町
市

で
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
木
崎
湖
で
の
カ
ヌ
ー
体
験

紙
漉
き
に
よ
る
松
崎
和
紙
の
製
作
、
黒
部
ダ
ム

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
各
育
成
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
、
大
自
然
の
下

様
々
な
体
験
を
通
じ
全
員
が
一
回
り
逞
し
く
成

長
し
た
こ
と
が
実
感
で
き
る
夏
期
行
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
九
月
七
日
、
全
国
に
鎮
座
す
る
一
之

宮
で
組
織
さ
れ
る「
全
国
一
の
宮
会
」

の
総
会
が
沖
縄
県
・
波
上
宮
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
日
に
は
、
総
会
出
席
者
参
列
の

下
、
糸
満
市
の
国
立
沖
縄
戦
没
者
墓

苑
に
て
波
上
宮
・
渡
慶
次
宮
司
が
斎

主
と
な
り「
大
東
亜
戦
争
終
結
七
十

年
慰
霊
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
後
、
参
列
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
都

道
府
県
慰
霊
碑
に
献
花
を
行
い
、
護

国
の
英
霊
に
対
し
哀
悼
と
感
謝
の
誠

を
捧
げ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
の
例
祭
斎
行
に
あ
た
り
、 

氏
子
崇
敬
者
各
位
よ

り
多
数
の
奉
祝
提
灯
の
ご
献
灯
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
ご
献
灯
賜
り
ま
し
た
提
灯
は
神
池
橋
前
に
掲
灯
し
、 

献
灯
奉
告

祭
に
お
い
て
各
位
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

夏
の
行
事
報
告

《
全
国
一
の
宮
会

　平
成
二
十
七
年
度
総
会
》

◆
青
少
年
活
動
だ
よ
り

例
祭
献
灯
者
芳
名

平
成
二
十
七
年

▲化石発掘
　～何が見つかるかな？～

▲初めてのカヌー体験 ▲黒部ダムにて

▲JAXA宇宙センター
▲山頂にてお日様を仰ぐ

▲頂上はガスで
　絶景は臨めなかった

▲笠間稲荷神社にて
▲名水公園「べるが」
　　　　　　 ～隊長を囲んで～

▲牧場体験

ボーイ・ベンチャー・ローバー隊

カブ隊
BoyScout

Girl Scout

少 年 館

隆

入
澤
一三

中
島
啓
介

前
田
隆
一

松
本
学

髙
橋
竹
材
店

金
子
　
昭

大
川
静
男

横
溝
隆
義

市
川
元
久

㈱
市
川

神
恵
苑

長
嶋
園

豊
月
堂

㈱
阿
部

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
髙
田

生
長
園

㈱
藤
又

寒
川
病
院

東
木
材
㈱

露
木
生
花

戸
塚
米
店

㈱
イ
ソ
ダ

㈱
梅
屋
幸

寿
重
機
㈱

㈱
結
商
会

酒
井
米
男

人
の
森
㈱

小
菅
千
鳥

㈱
ロ
ピ
ア

眞
原
電
工

一
政
水
産
㈱

河
西
工
業
㈱

瀧
川
園
茶
舗

㈲
鈴
野
農
機

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
村
紙
業
㈱

㈱
湘
南
山
鉄

㈱
永
沢
興
業

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
丸
井
紙
店

昭
和
興
産
㈱

㈲
青
木
商
事

青
山
大
寿
司

秋
山
商
事
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

山
一工
業
㈱

㈲
寒
川
建
材

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

㈱
ア
ー
ク
ル

川
本
工
業
㈱

㈱
コ
ー
メ
ー

百
崎
製
菓
㈱

㈲
田
中
写
真

中
沢
運
輸
㈱

㈱
サ
ン
ユ
ー

松
井
建
設
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

㈲
平
成
工
業

熊
澤
酒
造
㈱

日
本
精
麦
㈱

丸
髙
工
業
㈱

村
松
商
事
㈱

㈱
植
藤
造
園

安
藤
物
産
㈱

大
黒
屋
製
菓

藤
沢
紙
工
㈱

㈲
山
﨑
商
店

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

㈱
神
奈
川
中
宣

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈲
臼
井
青
果
店

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
工
房
え
む
ま

寒
川
町
商
工
会

下
里
自
動
車
㈱

湘
南
信
用
金
庫

㈱
鈴
木
製
餡
所

㈱
中
島
鐵
工
所

㈱
山
上
工
務
店

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
落
雁
諸
江
屋

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

㈱
内
野
不
動
産

㈲
寒
川
製
材
所

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

こ
み
ね
化
粧
品
店

㈲
さ
が
み
や
菓
舗

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
古
山
看
板
塗
装

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

と
ん
か
つ
水
龍
㈲

㈱
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

綜
合
警
備
保
障
㈱

千
寿
会
き
く
の
郷

中
野
設
計
工
務
㈱

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南

長
嶋
福
ダ
ル
マ
物
産

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

ア
ズ
ビ
ル
㈱
湘
南
工
場

レ
ン
ゴ
ー
㈱
湘
南
工
場

山
上
第
２
ビ
ル
ヂ
ン
グ

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム・
テ
ィ

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョッ
プ
浜
名

ス
リ
ー
エ
フ
寒
川
宮
山
店

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈱
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン・
マ
ル
シ
ゲ

さ
が
み
農
業
協
同
組
合
寒
川
支
店

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

㈱
三
井
住
友
銀
行
藤
沢
法
人
営
業
部

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱
湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
横
浜
支
店

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
厚
木
事
業
所

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
九
月
十
九
日
商
工
祈
願
祭
に
て

生
業
繁
栄
が
祈
願
さ
れ
た
後
、
年
次

総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
審
議
さ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
春
風
亭
柳
之
助
師

匠
の
記
念
高
座
が
開
か
れ
、
古
典
落

語「
子
ほ
め
」
の
披
露
に
会
場
は
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

《
寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会
第
四
十
二
回
年
次
総
会
》
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寒 川 病 院 だ よ り

七
月
 
二
日
 

第
三
駐
車
場
改
修
工
事
清
祓

七
月
 
十
五
日
 

浜
降
古
式
祭

七
月
 
十
九
日
 

浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

七
月
 
二
十
日
 

浜
降
祭

七
月
 
二
十
一日
 

虫
送
り
祭

七
月
 
二
十
七
〜
三
十
日
 

Ｃ
Ｓ
夏
季
キ
ャ
ン
プ

七
月
 
二
十
九
日
 

少
年
館
夏
季
錬
成
会

八
月
 
九
日
 

大
東
亜
戦
争
終
戦
七
十
年
　
平
和
祈
願
祭

　
　
〃
  

平
和
祈
念
式
典

　
　
〃
  

「
音
魂
」コ
ン
サ
ー
ト

八
月
 
十
〜
十
三
日
 

Ｂ
Ｓ・Ｖ
Ｓ
合
同
夏
季
キ
ャ
ン
プ

八
月
 
十
二
〜
十
八
日
 

國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学

 

 

 

指
定
神
社
実
習
生
受
入
れ

八
月
 
十
五
日
 

平
和
祈
願
祭

　
　
〃
  

第
四
十
六
回
相
模
薪
能

八
月
 
十
九
日
 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
総
会

八
月
 
二
十
五
〜
二
十
七
日
 

Ｇ
Ｓ
夏
季
キ
ャ
ン
プ

八
月
 
三
十
一日
 

南
門
南
側
参
道
石
張
工
事
清
祓

九
月
 一日
 

寒
川
神
社
全
総
代
会

九
月
 
三
日
 

第
三
駐
車
場
入
口
楠
移
植
工
事
清
祓

九
月
 
四
日
・
九
日
 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
　
祭
式
研
修
会

九
月
 
十
九
日
 

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

　
　
〃
  

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

 

 

 

第
四
十
二
回
年
次
総
会

　
　
〃
  

例
祭
宵
宮
祭

　
　
〃
  

流
鏑
馬
神
事

九
月
 
二
十
日
 

例
祭

九
月
 
二
十
三
日
 

安
藤
由
勝
大
人
命
伊
集
院
直
彦
大
人
命

 

 

 

 

 

他
命
等
慰
霊
祭

　
　
〃
  

末
社
御
祖
神
社
例
祭

九
月
 
二
十
六
日
 

相
模
國
式
内
社
の
会
総
会

九
月
 
二
十
九
日
 

末
社
宮
山
神
社
例
祭

九
月
 
三
十
日
 

高
座
氏
子
総
代
会
総
会

毎
月
一日
・
二
十
日
 

月
次
祭

『
社
頭
動
静
』

　
今
年
4
月
か
ら
一
般
内
科
に
赴
任
し
て
き

ま
し
た
山
口
俊
夫
で
す
。杏
林
大
学
卒
業

後
、国
立
東
京
第
Ⅱ
病
院（
現
在
の
東
京
病

院
）で
内
科
研
修
を
し
、大
学
に
は
残
ら
ず

臨
床
医
と
し
て
、早
く
一
人
前
に
な
り
た
く

て
、大
学
医
局
よ
り
離
れ
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。研
修
終
了
後
は
、種
々
の
病
院

（
急
性
期
・
慢
性
期
・
老
人
医
療
等
）で
、患
者

さ
ん
の
病
気
の
診
断
、治
療
に
専
念
し
て
き

ま
し
た
。療
養
型
の
病
院
で
は
、人
工
呼
吸

器
を
5
0
台
導
入

し
て
お
り
、そ
の
管

理
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、内
視

鏡
の
先
生
と
一
緒

に
胃
瘻
造
設（
約

2
0
0
例
）を
作

成
し
ま
し
た
。
関

東
の
過
疎
地
で
は

医
院
開
設（
約
8

年
間
）し
て
お
り

ま
し
た
が
、体
調
を
崩
し
、再
度
、病
院
の
勤

務
医
と
し
て
働
く
事
に
し
ま
し
た
。

　
現
在
、4
月
か
ら
、寒
川
病
院
に
て
、一
般

内
科
医
と
し
て
、高
血
圧
、高
脂
血
症
、糖
尿

病
、C
O
P
D
，喘
息
、肺
炎
、肝
臓
病
、腎
臓

病
、癌
な
ど
の
種
々
の
病
気
の
患
者
さ
ん
の
診

断
お
よ
び
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
、地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、対

応
困
難
な
疾
患
に
関
し
て
は
、市
立
病
院
、

大
学
病
院
と
様
々
な
連
携
を
と
っ
て
、患
者
さ

ん
に
理
想
の
治
療
を
提
供
す
る
よ
う
努
力
し

て
お
り
ま
す
。内
視
鏡（
胃
・
大
腸
）、超
音
波

装
置（
腹
部
エ
コ
ー
、心
エ
コ
ー
）、C
T
ス
キ
ャ

ン
、M
R
I
な
ど
最
新
の
機
器
も
充
実
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、東
海
大
学
よ
り
専
門
医（
糖

尿
病
、呼
吸
器
、循
環
器
）の
内
科
医
の
先
生

と
連
携
を
と
っ
て
診
断
、治
療
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
、何
か
御
心
配
な
事

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、是
非
、外
来
受
診
に
い

ら
し
て
下
さ
い
。

宗
教
法
人
寒
川
神
社
寒
川
病
院

　
　
　
　
　
内
科
医
長
　
山
口

　俊
夫

月

午前

午後

◯◯
◯◯

火 水 木 金 土

内

　
　科

　山
口
医
師
よ
り
ご
挨
拶

山口医師診察日

　
こ
の
度
、
九
月
一日
付
を
も
ち
ま
し
て

神
社
本
庁
よ
り
寒
川
神
社
禰
宜
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。

　
素
よ
り
浅
学
非
才
、
未
熟
な
私
に
と

り
ま
し
て
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
今

後
は
こ
の
職
責
を
恙
無
く
果
た
せ
ま
す
よ

う
一層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
五
十
三
年
に

寒
川
神
社
出
仕
を
拝
命
の
後
、
信
濃
國
一

之
宮
諏
訪
大
社
で
の
奉
仕
を
経
て
、
昭

和
六
十
二
年
九
月
か
ら
再
び
寒
川
神
社

に
ご
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
、

以
来
三
十
年
近
く
の
年
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
大
過
無
く
ご
奉
仕

が
出
来
ま
し
た
事
は
、
寒
川
大
明
神
の

御
加
護
の
も
と
、
先
々
代
瀧
本
宮
司
様
、

先
代
多
田
宮
司
様
、
そ
し
て
利
根
宮
司

様
を
始
め
、
諸
先
輩
方
、
職
員
の
皆
様

方
の
ご
支
援
・
ご
教
導
の
賜
物
で
あ
り
、

誠
に
有
難
く
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
平
成
二
年
か
ら
九
年
に
か
け

て
寒
川
神
社
で
は
御
社
殿
御
造
営
の
大
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
こ
の
大
事
業

に
併
せ
て
、
従
前
の
寒
川
神
社
の
御
社
殿

を
、
当
時
私
が
兼
務
さ
せ
て
頂
い
て
居
り

ま
し
た
倉
見
神
社
へ
の
移
築
工
事
が
行
わ

れ
、
寒
川
神
社
、
倉
見
神
社
と
二
度
に
亘

り
、
御
遷
座
と
い
う
重
儀
の
ご
奉
仕
が
出

来
ま
し
た
事
は
、
神
職
と
し
て
願
っ
て
も

叶
わ
な
い
程
の
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、只
々

御
神
慮
を
畏
こ
む
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
爾
来
、
御
社
頭
は
着
実
に
整
備
さ
れ

発
展
を
続
け
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
が

再
来
年
に
は
御
造
営
の
竣
工
か
ら
早
く

も
二
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
間
近
に
控
え

た
今
日
、
甚
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

禰
宜
と
し
て
少
し
で
も
貢
献
で
き
ま
す

よ
う
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
皆
様
方
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

禰
宜
就
任
に
あ
た
り

禰 

宜

　前

　島

　
　正

　
此
の
度
、「
平
成
二
十
八
年
さ
が
み
暦
」
を

刊
行
致
し
ま
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
点
は
次
の

通
り
で
す
。

・
冊
子
の
大
き
さ
が
従
来
の
Ｂ
６
サ
イ
ズ
か
ら

Ｂ
５
サ
イ
ズ
と
倍
に
な
り
、
文
字
も
大
き
く

な
っ
て
読
み
易
く
な
り
ま
し
た
。

・
そ
れ
に
伴
い
頒
布
価
格
が
本
年
よ
り
三
五
〇

円
と
な
り
ま
す
。

・
外
部
有
識
者
の
監
修
の
下
、
巻
末
の
早
見
表

が
九
星
気
学
に
基
づ
い
た
本
命
星
早
見
表
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
皆
様
方
の
九
星

が
ひ
と
目
で
分
か
り
、
ま
た
九
星
に
基
づ
く

運
勢
も
確
認
し
易
く
な
り
ま
し
た
。

・
さ
が
み
暦
に
つい
て

　
さ
が
み
暦
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
新
暦
の
月

日
に
旧
暦
の
暦
注
等
を
当
て
は
め
、
更
に
寒
川

神
社
や
高
座
地
域
、
全
国
の
主
な
神
社
の
祭
事

世
の
中
の
出
来
事
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
こ
の
地

域
独
自
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。

　
暦
注
欄
に
は
日
々
の
吉
凶
や
禁
忌
な
ど
が
記

載
し
て
あ
り
、
昔
か
ら
人
々
は
こ
の
お
日
柄
を

行
動
基
準
の一つ
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
も
、
大
安
に
結
婚
式
を
行
い
、
友
引

に
お
葬
式
を
出
さ
な
い
等
、
暦
注
の
中
で
も
六

曜
が
人
々
の
生
活
に
色
濃
く
残
って
い
ま
す
。

　
そ
の
お
日
柄
に
よ
る
災
い
を
取
り
除
き
、人
々

の
大
難
を
無
難
に
し
て
い
く
の
が
、
寒
川
神
社

御
祭
神
の
御
神
徳
を
頂
い
た
八
方
除
祈
願
な
の

で
す
。

　
さ
が
み
暦
は
授
与
所
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年 

さ
が
み
暦
刊
行

　
尚
、
厄
除
祈
願
を
受
け
る
際
の
厄
年
の

確
認
は
、
さ
が
み
暦
の
厄
年
一覧
表
を
ご
覧

下
さ
い
。
厄
年
は
一
月
一日
よ
り
十
二
月
三

十
一日
ま
で
が
当
該
年
と
な
り
ま
す
。

▲改変された本命星早見表
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御本殿

神門 授与所

南門

第一駐車場

客
殿

社
務
所

秋
灯
や
間
口
の
狭
い
小
商
い 

倉
谷
　
節
子

み
ん
み
ん
の
音
階
下
げ
て
鳴
き
終
る 

菅
沼
　
保
幸

蟷
螂
や
我
に
ま
だ
あ
る
反
骨
心 

飛
石
　
槿
花

畑
一
枚
和
紙
の
色
し
て
そ
ば
の
花 

金
子
　
つ
ぢ

芋
嵐
雲
の
流
れ
の
早
さ
か
な 

竹
村
真
砂
美

ど
こ
ま
で
が
庭
か
畑
か
秋
の
草 

根
岸
　
君
子

迎
え
火
も
焚
か
ず
仏
を
迎
え
け
り 

天
沼
　
子
平

手
応
へ
の
な
き
髪
を
梳
く
秋
の
風 
岩
田
美
代
子

蟷
螂
や
お
咎
め
は
な
し
神
の
庭 

宮
入
　
つ
る

園
児
等
を
笛
で
揃
へ
り
秋
ざ
く
ら 

芹
澤
　
徳
光

人
前
を
歩
く
孔
雀
や
島
の
秋 

伊
藤
　
公
一

廃
船
は
浜
に
傾
き
鰯
雲 

松
本
美
智
子

図
書
館
の
窓
辺
に
遊
べ
い
ぼ
む
し
り 

猿
渡
　
弥
生

仰
向
け
に
な
っ
て
死
ん
で
る
秋
の
蝉 

菅
沼
う
め
の

虫
の
声
大
合
唱
の
廃
線
路 

松
村
　
信
篤

西
日
中
ホ
ー
ム
の
習
字
二
重
丸 

露
木
て
る
子

蟷
螂
と
し
ば
ら
く
向
い
あ
っ
た
ま
ま 

四
ッ
車
梢
月

蟷
螂
の
鎌
を
静
か
に
身
構
え
る 

原
野
　
楽
天

誰
一
人
秋
の
七
草
言
へ
ぬ
ま
ま 

吉
岡
　
　
　

鈴
虫
の
声
に
合
わ
せ
て
か
え
り
け
り 

皆
川
志
ん
ご

茶
の
友
の
来
訪
待
ち
つ
つ
お
点
前
の
釜
の
湯
音
の
松
籟
を
き
く

 

平
澤
ま
さ
え

手
の
甲
を
つ
ま
み
あ
げ
れ
ば
し
わ
し
わ
と
七
十
余
年
の
し
わ
の
富
士
山

 

稲
垣
　
武
子

我
が
家
の
軒
を
巣
立
て
る
つ
ば
く
ろ
め
今
宵
の
宿
は
何
処
の
軒
か

 

𠮷
田
　
幸
子

清
々
し
箱
根
神
社
の
朝
参
り
杉
木
立
の
中
静
ま
り
て
お
り

 

宮
治
友
美
枝

ぷ
ち
ぷ
ち
と
紅
い
つ
ぶ
ら
実
サ
ク
ラ
ン
ボ
友
よ
り
届
く
甘
き
味
な
り

 

徳
江
　
道
子

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
だ
い
ま
」
幼
稚
園
か
ら
帰
る
曽
孫
の
声
を
待
ち
居
り

 

宇
田
川
時
子

ま
ぎ
れ
込
み
右
往
左
往
と
逃
げ
回
る
雨
蛙
つ
か
み
外
の
面
に
放
つ

 

土
屋
ト
ミ
子

重
た
げ
に
ゆ
さ
ゆ
さ
と
揺
れ
る
山
百
合
の
白
き
花
弁
に
朱
の
斑
点

 

浜
田
　
寿
子

水
た
ま
り
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
飛
ば
し
長
靴
の
生
徒
ら
登
校
梅
雨
空
晴
る
る

 

山
口
　
幸
子

さ
緑
の
木
々
は
目
覚
め
を
爽
や
か
に
緑
に
惠
ま
る
こ
の
地
に
十
八
年

 

山
根
喜
美
代

父
の
日
に
嫁
よ
り
贈
ら
れ
る
花
か
ご
の
添
え
書
き
読
み
つ
つ
う
れ
し
気
な
夫

 

亀
山
　
文
子

人
工
的
に
「
香
り
」
抜
か
れ
し
百
合
三
輪
香
り
も
せ
ず
に
咲
く
を
悲
し
む

 

安
藤
　
　
慧

水
無
月
の
雨
に
紫
陽
花
華
や
げ
る
傘
も
楽
し
く
そ
の
道
を
行
く

 

川
島
惠
美
子

気
付
か
ず
に
通
り
過
ご
し
て
い
た
る
道
垣
根
に
沿
い
て
野
す
み
れ
の
咲
く

 

岡
元
　
芳
子

ふ
る
さ
と
の
海
へ
と
傾
り
行
く
道
の
青
む
ら
さ
き
の
あ
ぢ
さ
ゐ
の
花

 

杉
本
　
照
世

『

寒
川

俳

壇
』

『

相

模

詠

草
』

神
嶽
山
神
苑 

行
事
案
内

◆
昇
　
進

【
神
　
社
】

権
禰
宜 

前
島
　
　
正

寒
川
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

　
平
成
二
十
七
年
九
月
一日

 
神
社
本
庁

権
禰
宜 

小
嶋
　
大
介

権
禰
宜 

丹
下
　
英
紀

神
職
身
分
二
級
と
す
る

　
平
成
二
十
七
年
九
月
一日

 

神
社
本
庁

◆
採
　
用

【
参
集
殿
】

 

伊
藤
　
澄
子

参
集
殿
勤
務
を
命
ず
る

　
平
成
二
十
七
年
九
月
一日

【
寒
川
病
院
】

看
護
師 

大
村
　
憲
司

看
護
師 

藤
木
由
実
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
平
成
二
十
七
年
九
月
一日

◆
退
　
職

【
参
集
殿
】

 

伊
藤
み
ど
り

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一日

【
寒
川
病
院
】

看
護
師 

益
子
美
智
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

　
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一日

准
看
護
師 

福
田
由
紀
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

理
学
療
法
士 

武
藤
　
　
茜

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一日

看
護
師 

菊
池
真
喜
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日 

『
人
　
事
』

※

蟷
螂=

か
ま
き
り

と
う
ろ
う

と
う
ろ
う

　
人
形
奉
斎
殿
で
は
、お
納
め

頂
い
た
人
形
を
日
々
お
祓
い
す

る
と
共
に
毎
月
一日
に
は
清
祓
式

を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
が
、

十
月
十
五
日
の「
人
形
の
日
」に

合
わ
せ
、第
四
回
人
形
感
謝
祭

を
午
前
十
一
時
よ
り
斎
行
致
し

ま
す
。

　
人
形
は
年
間
を
通
じ
お
納
め

頂
け
ま
す
が
、是
非
こ
の
機
会
に

ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
、よ
り
安
全
か
つ
清
々
し
く
御
参
拝
頂
け
る
よ
う
、九
月
一日
よ
り
十
月
下
旬

に
か
け
て
、南
門
か
ら
第
一
駐
車
場
の
参
道
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
か
ら
御
影
石
等
に
よ
る

石
張
り
に
仕
上
げ
る
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
期
間
中
、工
事
箇
所
の
通
行
規
制
等
、御
参
拝
の
方
々
に
は
大
変
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を

お
掛
け
致
し
ま
す
が
、何
卒
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

入
苑
券
を
持
参
の
上
ご
来
苑
下
さ
い

※

天
候
や
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
変
更
や
中
止
が

あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
致
し
ま
す
。

尚
、本
年
は
十
二
月
六
日
に
て
閉
苑
予
定
で
す
。

十

　月 

十
八
日（
日
） 

午
後
二
時

十
一
月 

二
十
二
日（
日
） 

午
前
十
一
時
・
午
後
二
時 

 

二
十
三
日（
月
） 

午
後
二
時

 

二
十
九
日（
日
） 

午
前
十
一
時
・
午
後
二
時

十
二
月 

六
日（
日
） 

午
前
十
一
時
・
午
後
二
時

紅
葉
を
む
か
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

森
厳
な
神
嶽
山
神
苑
に
て
紅
葉
を
楽
し
み
つ
つ

和
や
か
な
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

十
月
十
五
日
　
午
前
十
一
時
よ
り

人
形
感
謝
祭
の
ご
案
内

神
楽
舞
と
雅
楽
の
奉
奏

南
門
南
側
石
張
工
事
施
工
に
つ
い
て

　
本
年
で
四
十
八
回
を
迎

え
る
菊
花
・
写
真
展
が
十
一

月
十
日
か
ら
二
十
三
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
近
隣
の
菊
花
会
に
よ
り

出
品
さ
れ
る
絢
爛
豪
華
な

菊
花
約
三
五
〇
点
、ま
た

寒
川
神
社
の
四
季
折
々
の

様
子
を
写
し
た
写
真
約
一

五
〇
点
が
境
内
に
展
示
さ

れ
ま
す
。

﹇
写
真
展
作
品
募
集
﹈

□
開
催
期
間 

 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日
〜
二
十
三
日

□
題
材 

 

寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る
未
発
表
の
作
品

□
サ
イ
ズ 

 

四
ツ
切
・
六
ツ
切
・
A
4
・
B
4
・
A
5

 

B
5
サ
イ
ズ
（
ワ
イ
ド
可
）

□
出
品
点
数 

 

一
人
　
五
点
以
内

□
応
募
期
間 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
〜
三
十
一
日

□
入
賞
発
表 

 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
上
旬

 
 

（
入
賞
者
へ
直
接
通
知
）

□
作
品
の
裏
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

 
 

画
題
・
撮
影
年
月
日
を
明
記
の
こ
と

□
問
い
合
せ 

 

寒
川
神
社
　
写
真
展
係

 

T
E
L
〇
四
六
七
（
七
五
）
〇
〇
〇
四

第
四
十
八
回 

菊
花
・
写
真
展
の
ご
案
内

▲昨年の人形感謝祭

▲工事風景

…

工
事
箇
所

▲

平
成
二
十
六
年
宮
司
賞
受
賞
作
品
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祝 祭日には 国 旗を掲 げましょう

S A G A M I

発
行
所
：
寒
川
神
社
社
務
所

〒
二
五
三
―

〇
一
九
五

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

電
話
：
代
表
〇
四
六
七（
七
五
）〇
〇
〇
四

編
集 

責
任
者
：
野 

村

　尚 

広

印
刷
所
：
株
式
会
社 

さ
ん
こ
う
ど
う
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寒川神社社報
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第
五
〇
二
号

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

h
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w
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u
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ajin

ja.jp

【表紙写真説明】
紅葉の錦を神に捧げる（秋の神苑から御本殿を臨む）

　中
東
等
の
難
民
が
欧
州
に

押
し
寄
せ
る
映
像
が
流
れ
て
い

ま
す
。
彼
の
地
で
は
営
み
を

失
っ
た
人
々
が
漂
流
し
、文
化

も
根
絶
え
て
い
き
ま
す
。

　地
域
社
会
が
安
定
し
、皆
様

と
共
に
毎
年
神
事
を
継
続
し

て
い
け
る
の
は
、有
難
い
事
だ
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　（史
）

編
集

後
記

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木

　札
』

神無月

『
十
月
』

霜　月

『
十
一
月
』

師　走

『
十
二
月
』

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清

十
月
一日・二
十
日

 
午
前
八
時
三
十
分

 月
次
祭

十
月
十
五
日

 

午
前
十
一時

 

人
形
感
謝
祭

十
月
十
七
日

 

午
前
十
一時

 

神
嘗
奉
祝
祭

十
一月
一日・二
十
日

 午
前
八
時
三
十
分

 月
次
祭

十
一月
三
日

 

午
前
八
時
三
十
分

 明
治
祭

十
一月
二
十
三
日

 
午
前
十
時

 

新
嘗
祭

十
二
月
一日・二
十
日 

午
前
八
時
三
十
分 
月
次
祭

十
二
月
十
四
日 

午
前
八
時
三
十
分 

煤
拂
祭

十
二
月
二
十
三
日 

午
前
十
時 

天
長
祭

十
二
月
三
十
一日 

午
後
一時

 

師
走
大
祓
式
並
大
祓
祈
願
祭
並
除
夜
祭

 

除
夜
祭
の
後 

神
徳
感
謝
祭

『
祭 

事 

暦
』

2－3 例祭・流鏑馬神事
4 例祭神賑行事
5 例祭神徳奉賛金奉賛者芳名
6 例祭献灯者芳名
 商工奉賛会第42回年次総会／全国一の宮会総会
7 青少年活動だより
8 前島禰宜就任挨拶／さがみ暦
9 社頭動静／病院だより
10 俳壇／詠草／神嶽山神苑だより
11 人形感謝祭案内／南門南側石張り工事について
 第48回菊花・写真展案内／人事
12 祭事暦／月次祭木札／編集後記
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